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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】直腸用超音波プローブの挿入部の径寸法を変化
させることなく、肛門壁全周に確実に密着して肛門管全
周の超音波画像を確実に得られる超音波診断装置を提供
すること。
【解決手段】体腔内に挿入される細長な挿入部１０の先
端部に超音波振動子２０を配設した超音波プローブ１
と、この超音波プローブ１の挿入部１０が配置される内
部空間を有し、超音波プローブ１の挿入部外周面との間
に形成される空隙を液密状態にする膜状弾性部材３７び
この液密空間３８と外部とを連通する少なくとも１つの
流体路３４ａを有する挿入部アダプタ３とを備えてい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  体腔内に挿入される細長な挿入部の先端
部に超音波振動子部を設けた超音波プローブと、
この超音波プローブの挿入部が配置される内部空間を有
し、超音波プローブの挿入部外周面との間に形成される
空隙を液密状態にする弾性部材及びこの液密空間と外部
とを連通する少なくとも１つの流体路を有する挿入部ア
ダプタと、
を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、挿入部が体腔内に
挿入される超音波プローブを備えた超音波診断装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】近年、体腔内の深部を例えば内視鏡観察
或いは超音波観察するための診断装置が種々提案されて
いる。例えば超音波観察においては超音波診断装置とし
て、超音波振動子を先端側に設けた挿入部を口腔又は肛
門等を介して体腔内に挿入し、観測用超音波をラジアル
走査あるいはリニア走査することによって、超音波画像
を得るようにした超音波プローブが広く利用されてい
る。
【０００３】超音波プローブを用いて超音波画像を得る
際、超音波振動子と観察部位との間に空隙が存在する
と、超音波振動子から発生された超音波ビームが減衰し
て観察部位まで到達できなくなって、観察に必要な超音
波画像を得られなくなる。
【０００４】このため、良好な超音波画像を得るため、
超音波振動子と観察部位との間に生体の音響インピーダ
ンスと略同様な水などの超音波伝達媒体を介在させるよ
うにしていた。
【０００５】例えば、直腸や肛門管を観察する目的の直
腸用超音波プローブは、直腸まで挿入される挿入部を所
定径寸法（例えばφ１２ｍｍ）で形成しており、直腸の
超音波画像を得る際には観察部位である直腸に水等を注
入して観察部位と超音波プローブの超音波振動子とを水
没状態にして行っていた。
【０００６】一方、肛門管全周の括約筋の超音波画像を
得る際には超音波プローブの挿入部先端部を肛門管の所
定位置に配置したり、挿入部先端部にバルーンを装着
し、このバルーン内に水等を注入して観察部位に密着さ
せて行っていた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
たように肛門管全周の括約筋の超音波画像を得ようとし
たとき、挿入部の径寸法が細すぎることによって挿入部
先端部外周面と肛門壁との間に空隙が生じて肛門管全周
の超音波画像を得ることができなくなることがあった。
【０００８】また、挿入部先端部にバルーンを配置した
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場合には、バルーンが軟性であるため肛門管を一定の径
に拡張させることが難しく、拡張径が異なることによっ
て症例毎に括約筋の厚さを比較評価してこの括約筋の機
能診断を行なうことが難しくなるという不具合があっ
た。
【０００９】さらに、一定の状態に拡張するため、挿入
部全体を太径に形成する構成も考えられるが、挿入部全
体を太径に形成した場合、直腸を観察する際、挿入性に
不具合が生じるおそれがあった。
【００１０】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、直腸用超音波プローブの挿入部の径寸法を変化さ
せることなく、肛門壁全周に確実に密着して肛門管全周
の超音波画像を確実に得られる超音波診断装置を提供す
ることを目的にしている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波診断装置
は、体腔内に挿入される細長な挿入部の先端部に超音波
振動子部を設けた超音波プローブと、この超音波プロー
ブの挿入部に着脱自在で、この超音波プローブ外周面と
の間に形成される空隙を液密状態にする弾性部材及びこ
の液密状態の空隙と外部とを連通する少なくとも１つの
流体路を有する挿入部アダプタとを具備している。
【００１２】この構成によれば、まず、挿入部アダプタ
と直腸用超音波プローブの挿入部とで形成される液密な
空隙に超音波伝達媒体を注入する。次に、肛門管全周の
括約筋の超音波画像を得る際、直腸用超音波プローブの
挿入部に覆った状態の挿入部アダプタを肛門壁に配置さ
せて、超音波振動子を駆動させる。このことにより、肛
門壁全周の超音波画像を得られる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図７は本発明の一実施
形態に係り、図１は超音波プローブを備えた超音波診断
装置を示す図、図２は超音波プローブを説明する図、図
３は挿入部アダプタの構成を説明する図、図４は挿入部
アダプタの先端被覆材の構成例を説明する図、図５は挿
入部アダプタに設けた弾性部材を説明する図、図６は挿
入部アダプタに超音波プローブを配置する状態を説明す
る図、図７は超音波プローブを配置した挿入部アダプタ
に超音波伝達媒体を注入している状態を説明する図であ
る。
【００１４】なお、図２（ａ）は超音波プローブの挿入
部及び把持部を説明する上面図、図２（ｂ）は超音波プ
ローブの構成を説明する図、図３（ａ）は挿入部アダプ
タの上面図、図３（ｂ）は挿入部アダプタの側面図、図
４（ａ）は肛門配置部をやや太径に形成した先端被覆材
を示す図、図４（ｂ）は肛門配置部をさらに太径に形成
した先端被覆材を示す図、図６（ａ）は挿入部アダプタ
と超音波プローブとの挿入状態を説明する図、図６
（ｂ）は挿入部アダプタの弾性部材と超音波プローブと
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の関係を説明する図である。
【００１５】図１に示すように本実施形態の超音波診断
装置は、挿入部１０に設けた先端キャップ２内に超音波
振動子２０を配設した例えば直腸内や肛門管の超音波画
像を得て診断を行う直腸用超音波プローブ（以下超音波
プローブと記載する）１と、前記先端キャップ２及び挿
入部１０を覆い、少なくとも超音波振動子２０近傍をポ
リエチレン、ポリメチルペンテン、ポリエーテルブロッ
クアミド等の超音波透過性を有する透明な材料で前記挿
入部１０より所定の値だけ太径に形成して肛門間内面に
密着する肛門配置部３ａを有する挿入部アダプタ３と、
この挿入部アダプタ３内に超音波伝達媒体である例えば
水を供給するシリンジ等の送液装置４と、前記超音波プ
ローブ１の超音波振動子２０を駆動させる駆動源を内蔵
した駆動ユニット５と、この駆動ユニット５と電気的に
接続され、前記超音波振動子２０との信号の送受を行う
信号処理部等を備えて超音波画像信号を生成する観測装
置６と、この観測装置６で生成された超音波画像信号を
超音波映像として表示するモニタ７とで主に構成されて
いる。
【００１６】なお、符号８は前記観測装置６、前記モニ
タ７等を載置するカートであり、符号９は駆動ユニット
５をカート８に一体的に固定する支持アームである。
【００１７】図２（ａ）、（ｂ）に示すように超音波プ
ローブ１は、体腔内に挿入される挿入部１０と、この挿
入部１０の基端に連設する把持部１１と、この把持部１
１の基端から延出する超音波コード１２とで主に構成さ
れている。
【００１８】前記挿入部１０は、先端側に配置される管
状で硬質な外表面の所定位置に挿入深さの目安となる目
盛り線１４を設けた挿入部本体１５と、この挿入部本体
１５の先端部に糸巻き固定された超音波キャップ２とで
構成されている。なお、符号２ａは図示しないバルーン
を装着するための一対の溝部であり、符号２ｂは溝部に
装着されるバルーン（不図示）に超音波伝達媒体を供給
するための媒体供給口である。
【００１９】前記把持部１１を構成する略管状の硬質部
材で形成した把持部本体１６の基端部には前記送液装置
４から延出するチューブ体４ａとの連結部となる送液口
金１７が設けられている。この送液口金１７は、図に示
すように把持部１１の基端側に挿入軸方向に対して斜め
方向に傾けて導出されて、把持する際にこの送液口金１
７が使用者の邪魔になることを防止している。
【００２０】前記超音波コード１２は柔軟なチューブ体
で形成され、端部に前記駆動ユニット５に機械的かつ電
気的に接続される超音波コネクタ１９を備えている。こ
の超音波コード１２の把持部近傍には第１折れ止め部材
１８ａが設けられ、前記超音波コネクタ近傍には第２折
れ止め部材１８ｂが設けられている。
【００２１】なお、前記超音波プローブ１の挿入部１０
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内には超音波振動子２０から延出する信号線及び前記送
液装置４の超音波伝達媒体である例えば水をバルーン３
内に供給するための送水用チャンネルチューブ（以下送
液チューブと略記する）が挿通している。前記信号線
は、図示しないシース部材で覆われたフレキシブルシャ
フト内を挿通している。前記送液チューブの一端部は、
送液口金１７に連通固定され、他端部は媒体供給口２ｂ
に連通固定されている。
【００２２】図３（ａ）、（ｂ）に示すように前記挿入
部アダプタ３は、少なくとも前記先端キャップ２を覆う
筒状で先端部を挿通性を考慮して流線形に形成した先端
被覆部材３１と、前記挿入部本体１５及び前記把持部本
体１６の少なくとも先端部とを覆う貫通孔３３を備えた
被覆部本体３２とで構成されている。この被覆部本体３
２と前記先端被覆部材３１とは螺合によって着脱自在
に、或いは螺合及び接着、溶着等の固定手段によって一
体的に固定されている。
【００２３】前記先端被覆部材３１は、ポリメチルペン
テンやポリエチレン、ポリエーテルブロックアミド、又
はポリアミドブロックとポリエーテルエステルブロック
との共重合体とポリウレタンとを混合した樹脂部材等、
超音波透過性に優れた部材で形成されている。これに対
して前記被覆部本体３２は、前記挿入部本体１５の目盛
り線１４を識別可能なように透明な例えばポリカーボネ
ート等の樹脂部材又は前記ポリエーテルエステルブロッ
クとの共重合体とポリウレタンとを混合した樹脂部材の
混合比を変えた部材で形成されている。
【００２４】前記被覆部本体３２の略中央部には前記貫
通孔３３と外部とを連通する流体路３４ａを有する流体
口部３４が設けられている。この流体口部３４には前記
流体路３４ａを開閉操作する栓３４ｂが設けられてい
る。
【００２５】なお、符号３５は把持部を兼ねる保持突起
部である。また、前記先端被覆部材３１の外形が直線状
だったのに対して図４（ａ）、（ｂ）に示す先端被覆部
材３１ａ、３１ｂは太径部を有する。つまり、先端被覆
部材３１ａでは前記肛門配置部３ａよりやや太径に形成
した肛門配置部３ｂを有し、先端被覆部３１ｂではこの
肛門配置部３ｂよりさらに太径に形成した肛門配置部３
ｃを有する。これら先端被覆部材３１、３１ａ、３１ｂ
は、前記被覆部本体３２の先端部に対して着脱自在又は
被覆部本体３２に一体に固定されている。さらに、前記
流体口部３４には後述する三方活栓４０等が着脱自在に
取り付けられるようになっている。
【００２６】図５に示すように前記被覆部本体３２の貫
通孔３３の基端部側には前記挿入部本体１５の外周面に
密着する膜状弾性部材３７が配置されている。この膜状
弾性部材３７の中央部には前記挿入部本体１５を挿通さ
せる透孔３７ａが形成されており、この透孔３７ａに前
記挿入部本体１５を挿通させることによって前記膜状弾
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性部材３７の密着面部３７ｂが挿入部本体外周面に密着
するようになっている。
【００２７】つまり、前記面部３７ａが挿入部本体１５
の外周面に密着して、挿入部本体１５の外周面と先端被
覆部材３１及び被覆部本体３２の内周面とで形成される
空隙を液密な空間である液密空間にしている。なお、前
記膜状弾性部材の代わりにＯリングを用いるようにして
もよい。
【００２８】上述のように構成した超音波診断装置の作
用を説明する。まず、患者の肛門管に最適な径寸法であ
る例えば肛門配置３ａを備えた先端被覆部材３１を取り
付けた挿入部アダプタ３を超音波プローブ１の挿入部１
０に装着する。この際、前記挿入部アダプタ３の被覆部
本体３２の基端側開口であるプローブ挿通口３２ａから
前記超音波プローブ１の挿入部１０を挿通していく。
【００２９】すると、図６（ｂ）に示すように前記挿入
部１０を構成する先端キャップ２及び挿入部本体１５が
前記膜状弾性部材３７の透孔３７ｂを通過させて、図６
（ａ）に示すように先端キャップ２を先端被覆部材３１
内の所定位置に配置する。このとき、前記膜状弾性部材
３７の面部３７ａが挿入部本体１５の外周面に密着した
状態なって、挿入部本体１５の外周面と先端被覆部材３
１及び被覆部本体３２の内周面とで形成される空隙が液
密空間３８になる。
【００３０】次に、この状態で前記送液装置４から延出
しているチューブ体４ａの先端部を送液口金１７に接続
する。そして、前記先端被覆部材３１を鉛直下方に向け
た状態にして送液装置４内に充満されている超音波伝達
媒体である水を送り込んでいく。
【００３１】すると、超音波伝達媒体である水が図示し
ない送液チューブを介して図７に示すように媒体供給口
２ｂを通過して液密空間３８内に送り込まれてくる。そ
して、水量の増加とともに液密空間３８内の空気を前記
流体口部３４の流体路３４ａから排除していく。そし
て、この流体路３４ａから水が溢れ出てきたなら栓３４
ｂを閉塞状態にして液密空間３８に水が充満した状態に
する。
【００３２】次いで、この状態で、前記超音波プローブ
１を覆っている先端被覆部材３１を肛門管の所望の位置
に配置させ、超音波振動子２０を駆動させて超音波走査
を行なう。すると、先端被覆部材３１の全周が肛門管内
面に密着した状態になっているとともに、液密空間３８
に超音波伝達媒体が充満されていることによって、肛門
管全周の括約筋の超音波画像がモニタ７の画面上に表示
される。
【００３３】このように、超音波プローブの挿入部を肛
門管に密着する径寸法の先端被覆部材と被覆部本体で構
成した挿入部アダプタによって覆う一方、この超音波プ
ローブの挿入部本体の外周面と先端被覆部材及び被覆部
本体の内周面とで形成される空間を液密空間にする弾性
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部材及びこの液密空間に連通する流体路を設けたことに
よって、前記液密空間に超音波伝達媒体を充満させた状
態で前記先端被覆部材の外周面を肛門管の内面に密着さ
せて肛門括約筋の超音波観察を確実に行なうことができ
る。
【００３４】また、肛門括約筋の厚さの比較評価を行う
際、肛門管の拡張径を使用する径寸法の異なる先端被覆
部材毎に一定にすることができるので、肛門括約筋の機
能診断を容易に行なうことができる。
【００３５】なお、以下のように構成して超音波検査を
行なうようにしてもよい。図８を参照して本発明の実施
形態の応用例を説明する。図８（ａ）はアダプタカバー
を示す図、図８（ｂ）はアダプタカバーを挿入部アダプ
タに装着した状態を示す図である。
【００３６】図８（ａ）に示すように本実施形態におい
ては、前記挿入部アダプタ３の先端被覆部材３１及び被
覆部本体３２の一部を覆う超音波透過部材である膨縮自
在なラテックスやテフロン（登録商標）ゴム等で伸縮性
を有する袋状に形成した使い捨てカバーであるアダプタ
カバー４１が用意してある。
【００３７】このアダプタカバー４１は、図８（ｂ）に
示すようにカバー開口部側４１ａを挿入部アダプタ３の
保持突起部３５後方側に配置させて先端被覆部材３１及
び被覆部本体３２を覆うようになっており、このアダプ
タカバー４１の装着状態で検査を行なう。
【００３８】このように、挿入部アダプタに着脱自在な
アダプタカバーを、処置毎に交換廃棄して検査を行なう
ことによって、１つの挿入部アダプタを複数回使用する
ことができる。このことによって、作業性が大幅に向上
する。
【００３９】図９及び図１０を参照して本発明の実施形
態の他の応用例を説明する。図９は送液装置及び吸引装
置を備えた超音波診断装置の構成例を説明する図であ
り、図に示すように本実施形態においては前記先端被覆
部材３１が被覆部本体３２に対して着脱自在な構成であ
り、この先端被覆部材３１を被覆部本体３２から取り外
した状態にしてある。
【００４０】また、前記前記被覆部本体３２の先端部外
周面にはバルーン配置溝３２ａが形成されており、この
バルーン配置溝３２ａにはバルーン４５が配置されてい
る。
【００４１】◎さらに、前記流体口部３４には三方活栓
５０が取り付けられており、この三方活栓５０の一方の
接続口５１には送水装置４６から延出するチューブ体４
６ａが接続され、他方の接続口５２には吸引装置４７か
ら延出するチューブ体４７ａが接続されている。
【００４２】このことによって、前記挿入部本体１５の
外周面と先端被覆部材３１及び被覆部本体３２の内周面
とで形成される空隙を介してバルーン４５内に前記送水
装置４６のポンプ４６ｂによってタンク４６ｃに貯溜さ
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7
れている超音波伝達媒体を供給してバルーン４５を膨張
させたり、前記吸引装置４７のポンプ４７ｂによってバ
ルーン４５内の超音波伝達媒体をタンク４７ｃまで吸引
して前記バルーン４５を収縮させられるようになってい
る。
【００４３】したがって、一点鎖線に示すように収縮状
態のバルーン４５を取り付けた挿入部アダプタ３を直腸
内に挿入した後、必要な量だけ超音波伝達媒体を送液装
置４６から供給して点線に示すようにバルーン４５を膨
張させることによって直腸壁全周の超音波検査を行なえ
る。また、バルーン４５内に供給されている超音波伝達
媒体を吸引装置４７によって吸引して前記バルーン４５
を収縮した状態にすることによって移動を行なったり、
直腸内からの抜去を行なえる。
【００４４】このように、被覆部本体の先端側に配置し
たバルーン内に送液装置、吸引装置によって超音波伝達
媒体を適宜供給、吸引することによって、脱気水充満法
による直腸壁全周を一度に観察する超音波画像を得るこ
とができる。このことによって、超音波診断時間の短縮
を図れる。
【００４５】なお、図１０は先端被覆部材に管状バルー
ンを装着した構成例を説明する図であり、  図に示すよ
うに前記先端被覆部材３１に一対のバルーン配置溝５３
を設けるとともに、先端被覆部材３１の側周面に１つ又
は複数の媒体供給孔５４を形成する。このことによっ
て、前記バルーン配置溝５３に管状バルーン５５を配置
した状態にして前記三方活栓５０を介して送液装置４
６、吸引装置４７によって超音波伝達媒体の供給、吸引
を適宜行なってバルーン５５を膨縮させられる。
【００４６】したがって、一点鎖線に示すようにバルー
ン５５を収縮させた状態で肛門壁全周の超音波画像を得
ることができる一方、点線に示すようにバルーン５５を
膨張させた状態にして直腸壁全周の超音波画像を得るこ
とができる。
【００４７】なお、バルーンを取り外して超音波プロー
ブの挿入部と被覆部本体とで形成される空隙から直腸内
に送水又は直腸内からの吸引を行ってもよく。さらにこ
の場合超音波プローブの先端部にバルーンを装着しても
よい。バルーンを装着すると、バルーン法、脱気水充満
法併用法が施行でき、検査効率を向上させることができ
る。
【００４８】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
【００４９】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００５０】（１）体腔内に挿入される細長な挿入部の
先端部に超音波振動子部を設けた超音波プローブと、こ
の超音波プローブの挿入部が配置される内部空間を有 *
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*し、超音波プローブの挿入部外周面との間に形成される
空隙を液密状態にする弾性部材及びこの液密空間と外部
とを連通する少なくとも１つの流体路を有する挿入部ア
ダプタと、を具備する超音波診断装置。
【００５１】（２）前記挿入部アダプタを、前記超音波
プローブの先端部を覆う透明性及び超音波透過性を有す
る樹脂部材で形成した先端被覆部材と、それより基端側
を覆う透明な樹脂部材で形成した被覆部本体とで構成し
た付記１記載の超音波診断装置。
【００５２】（３）前記先端被覆部材と前記被覆部本体
とは一体構造若しくは着脱自在な構造である付記２記載
の超音波診断装置。
【００５３】（４）前記先端被覆部材は、ポリエチレ
ン、ポリメチルペンテン、ポリエーテルブロックアミド
等の超音波透過部材で形成した付記２記載の超音波診断
装置。
【００５４】（５）前記先端被覆部材は、ポリアミドブ
ロックとポリエーテルエステルブロックとの共重合体と
ポリウレタンとを混合して形成した付記２記載の超音波
診断装置。
【００５５】（６）さらに、前記挿入部アダプタを被覆
する超音波透過性を有する柔軟で伸縮性を有する部材で
形成した使い捨てカバーを具備する付記１又は付記２記
載の超音波診断装置。
【００５６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、直
腸用超音波プローブの挿入部の径寸法を変化させること
なく、肛門壁全周に確実に密着して肛門管全周の超音波
画像を確実に得られる超音波診断装置を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図７は本発明の一実施形態に係り、
図１は超音波プローブを備えた超音波診断装置を示す図
【図２】超音波プローブを説明する図
【図３】挿入部アダプタの構成を説明する図
【図４】挿入部アダプタの先端被覆材の構成例を説明す
る図
【図５】挿入部アダプタに設けた弾性部材を説明する図
【図６】挿入部アダプタに超音波プローブを配置する状
態を説明する図
【図７】超音波プローブを配置した挿入部アダプタに超
音波伝達媒体を注入している状態を説明する図
【図８】挿入部アダプタを覆うアダプタカバーを説明す
る図
【図９】送液装置及び吸引装置を備えた超音波診断装置
の構成例を説明する図
【図１０】先端被覆部材に管状バルーンを装着した構成
例を説明する図
【符号の説明】
１…直腸用超音波プローブ
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２…超音波キャップ
３…挿入部アダプタ
４…送液装置
１０…挿入部
１５…挿入部本体
１６…把持部本体
２０…超音波振動子 *
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*３１…先端被覆部材
３２…被覆部本体
３４…流体口部
３４ａ…流体路
３７…膜状惰性部材
３７ａ…密着面部
３８…液密空間

【図１】

【図２】

【図４】

【図５】

【図１０】
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【図３】

【図６】

【図７】
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【図８】

【図９】
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